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第１章 高齢者を取り巻く状況 【更新中】 
 
１ 高齢化の状況と将来予測 

（１） 高齢者人口の推計（図１-１・図１-２・図１-３） 

 

図１-１ 65歳以上人口の推計                       [単位：千人・％] 

 
 
図１-２ 75歳以上人口の推計                        [単位：千人・％] 
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図１-３ 85歳以上人口の推計                        [単位：千人・％] 

 
出典：平成27年(2015年)および令和２年(2020年)は国勢調査（総務省） 

令和７年(2025年)以降は国立社会保障・人口問題研究所の令和５年(2023年)推計 

 
 
 
（２）滋賀県の圏域別高齢者人口の推計 （図２-１・図２-２・図２-３） 

 
図２-１ 令和２年(2020年)を100とした場合の増減推移（65歳以上人口） 
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図２-２ 令和２年(2020年)を100とした場合の増減推移（75歳以上人口） 

 
 
図２-３ 令和２年(2020年)を100とした場合の増減推移（85歳以上人口） 

 
出典：令和２年(2020年)は国勢調査（総務省） 

令和７年(2025年)以降は国立社会保障・人口問題研究所の令和５年(2023年)推計 
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（３）滋賀県の高齢者世帯の推計（図３-１・図３-２・図３-３） 

 

図３-１ 滋賀県の高齢者世帯の推計（65歳以上人口）            [単位：千世帯・％] 
 

 
 
図３-２ 滋賀県の高齢者世帯の推計（75 歳以上人口）           [単位：千世帯・％] 
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図３-３ 滋賀県の高齢者世帯の推計（85歳以上人口）           [単位：千世帯・％] 

 
出典：国立社会保障・人口問題研究所の令和６年(2024年)推計 

注：図３-１・３-２・３-３における高齢夫婦は、それぞれ世帯主が65歳以上、75歳以上、85歳以上。 

 

 

（４）滋賀県の生活保護世帯数の推移（図４） 

 

図４ 滋賀県の生活保護世帯数の推移                          [単位：世帯・％] 

 
出典：福祉行政報告例（厚生労働省） 

注：世帯数は年度平均値、停止世帯を含まない。 
注：「高齢者世帯」とは、男女ともに 65 歳以上の者のみで構成されている世帯もしくは、これらに 18 歳未満の者が加わった世帯の 

こと。「高齢者世帯を除く世帯」の世帯類型は、母子世帯、障害者世帯・傷病者世帯、その他世帯が含まれる。 
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２ 高齢者・介護者の状況 

（１）健康寿命 1の状況（図５・表６） 
 
図５ 都道府県別健康寿命（日常生活動作が自立している期間の平均）        [単位：年] 
 

 
 

 
出典：「次期健康づくり運動プラン作成と推進に向けた研究」令和６年度分担研究報告書 
 
 

表６ 平均寿命と健康寿命             [単位：年]   
 
※１「日常生活に制限のない期間の平均」 

(主観的指標) 
国民生活基礎調査の「あなたは現在、健康上の問題

で日常生活に何か影響がありますか」の問いに対して
「ある」と回答したものを不健康な状態として定義し
て算出する。 

 
※２「日常生活動作が自立している期間の平均 

 (客観的指標） 
介護保険の要介護２から要介護５を不健康な状態と

定義して算出する。 
 

出典：平均寿命は令和２年都道府県別生命表(厚生労働省) 
健康寿命は「次期健康づくり運動プラン作成と推進に向けた研究」令和６年度分担研究報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1 健康寿命…「日常生活に制限のない期間の平均」（主観的指標）、「日常生活動作が自立している期間の平

均」（客観的指標）など複数の算出方法があるが、滋賀県ではより客観的な全国比較ができるよう、要

介護認定等を利用した「日常生活動作が自立している期間の平均」（客観的指標）を指標としている。 
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（２）要介護(要支援)認定者の状況と推計 

① 滋賀県における要介護(要支援)認定者数と認定率の推移 

（図７-１・図７-２・図７-３） 

 
図７-１ 滋賀県における要介護(要支援)認定者数と認定率の推移(65歳以上)     [単位：人・％] 

 

 
図７-２ 滋賀県における要介護(要支援)認定者数と認定率の推移(75 歳以上)     [単位：人・％] 
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図７-３ 滋賀県における要介護(要支援)認定者数と認定率の推移(85 歳以上)     [単位：人・％] 

 
出典：介護保険事業状況報告（厚生労働省） 

注：認定者数は各年度末現在（令和６年度は暫定値） 

 

 

 

② 今後の要介護(要支援)認定者数と認定率の推計 

（表８・図９-１・図９-２・図９-３） 

 

表８ 滋賀県における要介護(要支援)認定者数と認定率の推移         [単位：人・％] 
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図９-１ 滋賀県における要介護(要支援)認定者数と認定率(第１号保険者)の推移（65歳以上）[単位：人・％] 

 
 
図９-２ 滋賀県における要介護（要支援）認定者数と認定率(第１号保険者)の推移（75歳以上） [単位：人・％]  
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図９-３ 滋賀県における要介護（要支援）認定者数と認定率(第１号保険者)の推移（85歳以上）[単位：人・％] 

 
 
出典：令和４年(2022年)までは介護保険事業状況報告（厚生労働省） 

令和５年(2023年)以降は地域包括ケア「見える化システム」(厚生労働省)による滋賀県内市町の推計値の合計値 
  

37,967 38,600 39,104 39,137 40,373 
43,112 

62,870 
60,399 

59.3%

58.8%

59.4% 59.4% 59.5%

60.9%
61.1%

61.5%

55%

56%

57%

58%

59%

60%

61%

62%

63%

64%

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

令和3年

（2021年）

令和4年

（2022年）

令和5年

（2023年）

令和6年

（2024年）

令和7年

（2025年）

令和8年

（2026年）

令和22年

（2040年）

令和32年

（2050年）

要介護（支援）

認定者

認定率

- 11 -



 

15 
 

③ 主な疾病別にみた受療率2（表 10） 

 

表 10 滋賀県の主な疾病別にみた受療率（人口 10 万人対）                  [単位：人] 
 

 
出典：令和５年患者調査（厚生労働省） 
 
 

④ 介護を要する状態となった理由（全国集計：図11） 
 

図11 介護を要する状態となった理由 
 

 
 
出典：令和４年(2022年)国民生活基礎調査（厚生労働省） 

 
2 受療率…人口 10 万人に対する推計患者数（調査日に全国の医療施設で受診した患者の推計数）のこと。 
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⑤ 要介護(要支援)認定者における認知症高齢者の推計（図12） 

 
図12 滋賀県における認知症高齢者数と有病率の推計                    [単位：人・％] 

 
出典：「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」(平成26年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業)による性・

年齢階級別有病率より算出  
人口推計については、平成24年(2012年)の推計は滋賀県人口推計年報、令和２年(2020年)から令和32年(2050年)までは国立社会
保障・人口問題研究所の令和５年(2023年)推計を基に滋賀県で算出 

注：認知症の有病率（認知症が発症する人の割合）は生活習慣病（糖尿病）の有病率の影響を受けるとされており、「各年齢の認知 
症有病率が上昇する場合」とは、2060年までに糖尿病の有病率が20％増加すると仮定した場合の推計を示す。 
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⑥ 高齢者の虐待の状況（図13） 
 
図 13 滋賀県における養護者・養介護施設従事者等による高齢者虐待の推移   ［単位：件］ 

 

 
出典：高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する調査（厚生労働省） 
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（３）介護者の状況 

① 介護者の属性（全国集計：図14-１・図14-２・図14-３） 

 
 

図14-１ 要介護者等との続柄別にみた主な介護者の構成割合(全国集計)  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

図14-２ 性別、年齢別にみた主な介護者の構成割合(全国集計)  
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図14-３ 要介護者等と同居の主な介護者の年齢組み合わせ(全国集計)  

 
出典：令和４年(2022年)国民生活基礎調査（厚生労働省） 
 
 
 
 
② 全国の介護者数と介護離職の状況（全国集計：図 15） 

 
図15 介護・看護のために離職した者の推移（全国集計：男女別）        [単位：千人] 

 
出典：令和４年(2022年)就業構造基本調査（総務省）  

注：離職者数は各年10月から翌年９月までの数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.9 25.2 26.9 23.7 17.4 24.0 22.3 17.8 23.2 26.3 26.2

81.2 65.7
72.1 76.4

63.8

75.1

57.1 69.4
72.3 62.0

80.0

0

20

40

60

80

100

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

平成30年

(2018年)

令和元年

(2019年)

令和2年

(2020年)

令和3年

(2021年)

女性

男性

54.4 
58.1 58.9 

62.7 

69.0 70.3 
74.2 

77.1 

40.6 41.1 

47.6 45.9 
51.2 

54.7 
59.7 

63.5 

18.7 19.6 
24.9 25.5 

29.0 30.2 
33.1 

35.7 

0

20

40

60

80

100

平成13年

(2001年)

平成16年

(2004年)

平成19年

(2007年)

平成22年

(2010年)

平成25年

(2013年)

平成28年

(2016年)

令和元年

(2019年)

令和4年

(2022年)

60歳以上同士

65歳以上同士

75歳以上同士

注：2016(平成28)年の数値は、熊本県を除いたものである

%

- 16 -



 

20 
 

③ 滋賀県の有業者の介護の状況（図16） 
 
図 16 滋賀県の有業者総数と介護をしている割合、制度を利用している割合  [単位：人・％] 

 
出典：令和４年(2022 年)就業構造基本調査（総務省） 

 
 
 
（４）滋賀県の介護職員等の状況（図 17） 

① 滋賀県の介護職員数・介護福祉士数 

 
図17 要介護（要支援）認定者数および介護職員・介護福祉士数の推移（実数）   [単位：人]  

出典：要介護（要支援）認定者数：介護保険事業状況報告（厚生労働省） 
介護職員数（実数）および介護福祉士数：介護サービス施設・事業所調査（厚生労働省） 

注：介護職員数・介護福祉士数については、平成30年調査以降、全数調査から標本調査へと方法が改められ、推計値の算出方法が変
更されたため、平成29年調査以前の調査結果との比較には留意が必要である。 

注：※ 看護職員数は、常勤・非常勤の別や専従・兼務を問わず１人と算定した延べ人数（訪問看護ステーションも介護サービス施設・
事業所に含む） 
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② 滋賀県における有効求人倍率（図18） 
 
図18 滋賀県の有効求人倍率の推移 

 
出典：職業別常用求人・求職状況（有効）（厚生労働省滋賀労働局） 

 

③ 離職率（図19） 
 
図19 介護職員の離職率                                              [単位：％]     

 
出典：介護労働実態調査（介護労働安定センター） 

注：各年度の滋賀県のサンプル数（回答数）は60～90事業所であることに留意が必要。 
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④ 離職理由（図20） 
 
図 20 滋賀県の介護職員離職理由の推移                        [単位：％]  

 
出典：介護労働実態調査（介護労働安定センター） 

注：各年度の滋賀県のサンプル数（回答数）は 50～90 人であることに留意が必要。 
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３ 県民の意識(令和７年度(2025年度)「滋賀の医療福祉に関する県民意識調査」) 

（１）将来介護が必要になった時に、介護を受けたい場所 

○ 将来介護が必要になった時に介護を受けたい場所は、「自宅」が29.7％、次い
で「見守りや介護サービスが受けられる高齢者住宅」(19.4％）、「特別養護老人
ホームなどの施設」(13.8％）となっています。 

 

 

 

（２）介護保険サービスで力を入れるべきこと 

○ 介護保険サービスで力を入れるべきことは、「自宅での生活を継続できるよう、
訪問介護や訪問看護など在宅サービスを充実すべき」が51.9％、次いで「特別養
護老人ホームなどの介護保険施設を充実すべき」（45.5％）、「認知症高齢者グル
ープホームなどの身近で小規模な施設を充実すべき」（30.0％）などとなってい
ます。 
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（３）認知症の医療についての考え 

○ 認知症についての考えをみると、「治療すれば進行を遅らせることができる」
が69.9％で最も多く、次いで「高齢者でなくても（65歳以下）発症することがあ
る」で66.9％、「予防によって発症を遅らせることができる」で59.3％となって
います。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 21 -



 

25 
 

（４）認知症になったとき、住み慣れた地域で暮らし続けることができると思うか 

○ 認知症になったとき、住み慣れた地域で暮らし続けることができると思うか
をみると、「わからない」が49.6％で最も多く、次いで「思わない」で26.0％、
「思う」で22.8％となっています。 

 

 

（５）認知症の人が住み慣れた地域で暮らし続けるために必要なこと 

○ 認知症の人が住み慣れた地域で暮らし続けるために必要なことは、「介護する
家族の負担の軽減」で76.1％、次いで「家族や親せき、地域の人々の理解」
（52.8％）、「入浴、排せつ介護などの訪問サービス」（45.1％）となっています。 
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（６）人生の最期を迎えたい場所 

〇 人生の最期を迎えたい場所は、「自宅」が38.1％で最も多く、次いで「病
院」が26.5％となっています。 

 

 

（７）人生の最期を迎えたい状況 

○ 人生の最期を迎えたい状況をみると、「身体的な痛みなく（緩和して）」で
49.7％、次いで「家族に囲まれて」が47.9％となっています。 

 

 

（８）自宅で最期まで療養できるか 

〇 自宅で最期まで療養できるかは、「実現困難である」が60.9％、「実現可能で
ある」で7.1％となっています。 
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（９）自宅療養が実現困難な理由 

〇 自宅で最期まで療養することが「実現困難である」と回答した人に、その理
由をたずねたところ、「介護してくれる家族に負担がかかる」が77.4％で最も
多く、次いで「症状が急に悪くなったときの対応に自分も家族も不安である」
（58.0％）、「症状が急に悪くなったときに、すぐに入院できるか不安である」
（38.4％）となっています。 

 

 
 

（10）延命医療の希望 

 〇 延命医療の希望は、「延命医療は望まない」が45.9％で、「どちらかというと
延命医療は望まない」（31.3％）と合わせると、約８割が『望まない』と回答
しています。 
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（11）地域とのつながりの状況 

○ 地域とのつながりの状況をみると、「地域に友人がいる」が35.9％で最も多く、
次いで「地域ととくにつながりはない」で33.6％、「地域の行事に参加している」
で33.1％となっています。 
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第１章に追加するデータ（案） 

 

① 通いの場の箇所数 

 

出展：厚生労働省「介護予防・日常生活支援総合事業等（地域支援事業）の実施状況に関する調査結果」 

 

 
 

② 自宅で孤立して亡くなった高齢者について 

 

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度

滋賀県 2,217 2,262 2,300

全国 123,890 145,641 157,638

警察取扱死体のうち、自宅において死亡した一人暮らしの者　　　　　　　　　　　　（人）

うち65歳以上 うち８日以上経過

滋賀県 1,911 601 450 104

全国 204,184 76,020 58,044 15,630

滋賀県 1,987 719 547 116

全国 204,562 76,941 58,919 15,911

警察庁より

Ｒ６

Ｒ７

うち自宅において死亡
した一人暮らしの者
（総数）

警察取扱死体数

65歳以上死亡者数（滋賀県）　　　　　（人）

死亡（総数） うち65歳以上

Ｒ５ 14,955 13,768

Ｒ６ 15,523 14,342

出典：人口動態統計
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